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問1 浄水場では、水の中の小さな汚れを取りのぞくために、砂などの層を通してきれいにする「ろ過」という作業を行います。では、きれいになった
水を各家庭に届ける直前に一時的にためておく場所を何といいますか。

1. 貯水池 2. ダム 3. 下水処理場 4. 配水池

問2 人々が住む場所で、限られた水資源を大切に守っていくためには、どのような心がけが一番大切でしょうか。
1. 水はいくら使ってもなくならないの
で、そのまま使う

2. 水の使用量を減らさないように、た
くさん使う

3. 人口の数にかかわらず、一人ひとり
が日頃から節水を心がける

4. 人口がふえたときだけ、節水を意識
する

問3 私たちの身近な生活の中で行われている「リサイクル」の例として、もっともふさわしいものはどれですか。
1. お弁当の食べ残しを肥料にして畑に
まく

2. おもちゃを大切に修理して使い続け
る 3. 使わなくなった服を妹にあげる

4. スーパーで買い物をするときにエコ
バッグを持参する

問4 日本でいろいろな種類の発電方法が使い分けられているのは、なぜですか。

1. 一つの方法だけだと電気を作る機械
が壊れやすいから

2. それぞれの発電方法で環境への影響
やエネルギー源の使いやすさが違うか
ら

3. どの発電方法もまったく同じ仕組み
で動いているから

4. 発電所をたくさん作ったほうがかっ
こいいから

問5 ごみを捨てるときに、スチール缶やペットボトルなどを種類ごとに分けて出す「分別（ぶんべつ）」をするのはなぜですか。
1. ごみを集めるトラックの燃料が安く
なるから

2. 燃えるごみの量が増えて、燃やすの
が簡単になるから

3. 分別するとごみの全体の重さが軽く
なり、持ち運びやすくなるから

4. ごみを資源として再利用し、捨てる
ごみを減らせるから

問6 ある町では、何年もかけて住む人の数（人口）がふえ続けています。このとき、町の水の使用量はどのようになっていると考えられますか。

1. 水の使用量は変わらず、ずっと一定
である

2. 人口がふえると、水の使用量は自動
的に半分になる

3. 人口がふえた分だけ、水の使用量も
必ずふえる

4. 節水の工夫などにより、水の使用量
は減ったり、横ばいになったりするこ
とがある

問7 ごみとして捨てるときに、商品や容器包装についている「リサイクルマーク」を確認することには、どのような理由がありますか。
1. ごみの重さをはかるため 2. 商品の値段を確認するため 3. ごみを正しく分別するため 4. お店の場所を探すため

問8 清掃工場がごみを燃やす際に、衛生面で特に気をつけていることは何でしょうか。
1. ごみを燃やす時間を短くして、にお
いを防ぐ

2. 燃やす前に、ごみをすべて洗ってき
れいにする

3. ごみを燃やす量をできるだけ少なく
する

4. 有害な物質を取り除いて、空気をき
れいにする

問9 新聞や雑誌などの紙類を正しく分別して出すと、何に生まれ変わることが多いでしょうか。
1. ガラスびん 2. トイレットペーパー 3. 新しい新聞紙のインク 4. プラスチックの容器

問10 ごみを減らして地球の環境を守るための取り組みとして、リデュース・リユース・リサイクルに、「いらないものを断る」という意味の「リフュ
ーズ」を加えた4つの考え方を何と呼びますか。

1. 4R（フォーアール） 2. 4T（フォーティー） 3. 4G（フォージー） 4. 4S（フォーエス）

問11 清掃工場で、ごみを燃やしたときに出る熱は、どのように利用されていますか。
1. 電気を作ったり、温水プールを温め
たりする

2. 畑にまくための肥料にする 3. ごみを燃やすための燃料にする
4. 新しいプラスチック製品の材料にす
る

問12 発電所でつくられた電気を、家庭や工場に届けるために電圧（電気の勢い）を下げる役割をしている場所はどこでしょう。
1. ダム 2. 発電所 3. 送電線 4. 変電所

問13 お店で買い物をするときに、お店の人からのレジ袋をことわることは、4Rのうちのどれにあてはまりますか。
1. リデュース 2. リフューズ 3. リサイクル 4. リユース

問14 発電所からつくられた電気を、遠く離れた場所まで運ぶために使われるものはどれでしょう。
1. 火力発電 2. 送電線 3. 太陽光パネル 4. 配水管

問15 スーパーで買った豆腐の容器には、リサイクルをするためにどのようなマークが表示されていますか。
1. アルミ缶マーク 2. 紙マーク 3. ペットボトルマーク 4. プラマーク

問16 リユースを進めることで、どのような良い効果がありますか。
1. 新しい製品をたくさん作ることがで
きる

2. ごみを小さくして埋め立てる場所を
増やす

3. ごみの量を減らし、資源を無駄にし
ない 4. ごみを燃やすことで電気を作る
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答え合わせ・解説　No.5

問1 答え 4
配水池

浄水場でしっかりとよごれを落としてきれいになった水は、配水池という場所にためられま
す。そこから、たくさんの水道管を通って、みんなの家の蛇口まで水が運ばれていきます。

問2 答え 3
人口の数にかかわらず、一人ひとりが日頃から
節水を心がける

水は限りある資源であるため、人口が多いか少ないかに関係なく、一人ひとりが効率的に使
う努力が必要です。生活の中での節水や、水を汚さない工夫をみんなで進めることで、未来
へ向けて安定して水を使うことができるようになります。

問3 答え 1
お弁当の食べ残しを肥料にして畑にまく

生ごみを肥料にして土に還すのは、形を変えて新しく利用するリサイクルの一種です。服を
そのまま譲ったり、物を修理して使い続けたりするのは、原料に戻さないため「リユース」
にあたります。

問4 答え 2
それぞれの発電方法で環境への影響やエネルギ
ー源の使いやすさが違うから

火力発電や原子力発電、自然の力を利用する発電には、それぞれメリットとデメリットがあ
ります。例えば、資源がなくなる心配や地球環境への影響などが異なるため、目的にあわせ
て組み合わせたり使い分けたりすることが大切です。

問5 答え 4
ごみを資源として再利用し、捨てるごみを減ら
せるから

資源となるごみを正しく分別すると、それらを再び新しい製品の材料（資源）にすることが
できます。これにより、ごみとして燃やされたり埋め立てられたりする量を減らすことがで
きるため、環境を守るための重要な活動となります。

問6 答え 4
節水の工夫などにより、水の使用量は減った
り、横ばいになったりすることがある

人口がふえると水の使用量も自動的に増えると思われがちですが、実際にはそうとは限りま
せん。人々が毎日の生活の中で節水を心がけたり、工場などで水を再利用したりする工夫が
進んでいるため、人口が増えても全体としての水の使用量は減ったり、横ばいになったりす
ることがあります。資源である水を大切にする社会の意識が高まっている証拠です。

問7 答え 3
ごみを正しく分別するため

リサイクルマークは、その製品が何からできているかを示しています。マークを確認して素
材ごとに正しく分けることで、ごみを資源として再利用（リサイクル）しやすくなります。

問8 答え 4
有害な物質を取り除いて、空気をきれいにする

ごみをそのまま放置すると不衛生になり、病気の原因になることもあります。清掃工場で
は、衛生的で安全にごみを処理するために、有害な物質をしっかりと取り除いてから煙を出
すなど、地域の環境を守る工夫をしています。

問9 答え 2
トイレットペーパー

新聞や雑誌などの古紙は、回収された後に工場で溶かされ、再び紙製品としてリサイクルさ
れます。その代表的な例が、私たちが毎日使うトイレットペーパーです。このように資源を
循環させることは、ごみを減らすためにとても大切なことです。

問10 答え 1
4R（フォーアール）

環境を守るために資源を大切にする取り組みとして、ごみを減らすための3つの言葉（リデ
ュース、リユース、リサイクル）に、いらないものをもらわない・断るという意味の「リフ
ューズ」を加えたものを4R（フォーアール）と呼びます。

問11 答え 1
電気を作ったり、温水プールを温めたりする

清掃工場でごみを燃やすときに出る熱（余熱）は、発電をして工場や地域の電気として使わ
れたり、温水プールや近くの施設にお湯を送って温めたりするのに利用されています。

問12 答え 4
変電所

発電所では電気をつくりますが、つくられた電気はそのままでは強すぎるため、変電所とい
う場所で私たちが使いやすい電圧に下げてから、家庭や工場へ送られています。

問13 答え 2
リフューズ

リフューズとは、ごみになるものを最初から受け取らない、つまり「断る」ことを指しま
す。レジ袋などを断ることは、ごみを増やさないための大切な行動です。

問14 答え 2
送電線

発電所からつくられた電気は、長い電線である送電線を通って、街の変電所まで運ばれま
す。このネットワークがあるおかげで、私たちは離れた場所でつくられた電気を使うことが
できます。

問15 答え 4
プラマーク

豆腐の容器のようなプラスチック製の容器包装には「プラマーク」が表示されています。素
材ごとに決められたマークを確認することで、適切にリサイクルに回すことができます。

問16 答え 3
ごみの量を減らし、資源を無駄にしない

物を大切にして繰り返し使うことで、本来ごみになるはずだったものを減らすことができま
す。これにより、新しい物を作るために使う資源の消費を抑え、限りある資源を効率よく使
うことにつながります。


